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戦
後
再
開
ｍ
周
年
を
祝
う

戦
後
支
部
再
開
六
十
日
午
を
迎

え
た
平
成
二
十

一
年
度
近
畿
支
部

総
会
　
懇
親
会
は
十

一
月
十
四
日
、

大
阪
梅
日
の

「大
阪
弥
生
会
館
」

で
開
か
れ
た
．

冒
頭
　
昨
年
の
総
会
以
降
に
逝

去
さ
れ
た
●
名
の
会
員

へ
の
黙
竹

牛
佐
見
支
部
長
の

「
戦
後
再
開
か

ら
諸
先
輩
の
ご
尽
力
で
今
日
の
近

畿
支
部
が
あ
る
．
こ
れ
を
引
き
継

ぎ
こ
れ
か
ら
も
幅
広
く
各
世
代
の

参
加
を
促
し
て
交
流
の
輪
を
広
サ

て
行
き
た
い
」
と
投
，
　
活
動

会
計
報
■
な
ど
の
あ
と
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ

友
の
会
晰
――――
の
小
＝
弘
道
氏
　
Ｓ

●
一
が
松
下
十
之
助
氏
の
■
唱
―
´

た

「素
直
な
心
」
を
説

い
た
計
エ

を
行

っ
た
．

懇
＝
会
は
性
邊
ｍ
ｌｌｌｌ
　
ｓ
脚

¨
一
の
発
，１１
て
――１１
■
と
な

っ
た

会
場
を
変
え
て

日
立
市
で
開
催

茨
城
秋
高
会

平
成
　
卜
　
年
度
茨
城
秋
高
会

総
会
は
、
こ
れ
ま
で
――――
い
て
い
た

水
戸
市
か
ら
場
所
を
変
え
　
″
年

お
酒
が
人
る
と
共
に
愁
談
の
愉
か

広
か

っ
た
　
」（
卜
＝
年
記
念
と

い

う
こ
と
で
　
―――
枝
，
　
―――
秋
―――
駅

計

の
秋
１１１
の
街
並
な
〓
快
か
し

い

写
真

の
プ

ロ
ジ

一
ク
タ
ー
で
の
投

彬
　
初
参
加
ィ

の
状
，
、
応
授
歌

枝
女
会
歌

の
イ
咄
な
ど
で
会
は

い

や
が
う
え

に
も
盛
り
Ｌ
が

つ
た

Ｉ
後
は
全
――
で
校
歌
■
唱
　
藤
―――

副
ｒ
ｉ
ｔ
　
ｓ
ｒ
・
の
エ
ー
ル
の

●
中
柿
め
，
な

っ
た
　

鈴^
木
記

一

き
たま

た
　
同

ホ
テ

ル
宿
泊
ィ

は

，
日
　
日
立

‐――
に
あ
る
国
内
唯

一

の
■
抽
■
地
　
鶏

の
岬
と
■

Ⅲ
■

記
会
館
を
見
■
し
、
散
会
し
た

．

高
橋
克
己

（
昭
３８
年
十

）
記

支近
部畿
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1=力成
に 会

来
■
に
本
部
か
ら
山
谷

―‐――
会
長

■バ一“
　
一　
＝
阿
口円
心^
人
ム
柿川
十理
＾
パ
ム″　』
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尻
―，１１
会
長
を
お
迎
え
し
た
が
　
――――

催
地

の
関
係
か
ら
か
―――
＝
イ
は
何

年
よ
―，
少
な
く
Ｆ
●
名
だ

「
た

総
会
で
は
、
年
‐―１１
１‐
‐
動
と
決
■

報
■
が
確
認
さ
れ
　
続

い
て
―，１
窓

会
本
部
と
姉
妹
提
携

の
水

Ｈ
　
高

同
窓
会
知
道
会
と

の
関
係
か
ら
■

成
二
年
に
茨
城
秋
高
会
が
発
足
Ｌ

た
が
　
そ
の
当
‐――
か
ら
■
足
■
を

い
た
だ

い
て
い
る
山
谷
嗣
会
長
か

「在
職
時
か
ら
今

日
ま

で

一
を
＝

）

平
成
二
Ｆ
二
年
の
同
窓
会
秋
川

‐―，
役

‐，Ｆ
支
部
羽
城
会
社
会
は
　

一

月
卜
た
日
秋
―――
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
で
　
約
　
百
名
が
参
加
し
て
――――

か
れ
た
．

卜

一
年
度
決
”
　
役
員
改
選

な
ど
に
つ
い
て
審
議
　
承
認
さ
れ

新
会
，

に
小

――‥―
綸
実
氏

一
Ｓ
４４

■

一　

―‐――
会
長
に
佐

々
木
″

一
氏

・Ｓ
・５
■

一
を
選
出
し
た
．
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懇
班
会
で
は
　
新
大
会
員
十
名

が
紹
介
さ
れ

　

一
人
ひ
と
り
が
壇

■
に
あ
が

っ
て
挨
拶
し
た
．

最
後
に
　
お
馴
染
み
と
な

っ
た

小
国
仲
司
氏

（Ｓ
４９
卒
）
の
音
頭

で
校
歌
を
丼
唱
、
鎌
田
修
悦

――，
議

会
議
員

（Ｓ
３９
■
一
の
乾
杯
で
締

め
ら
れ
た
．

「つどい」の編集について(ぉ知らせとお願い)
一
、
「
つ
ど
い
」
の
記

事
は
写
真
を
中
心
に

し
て
、
説
明
文
は
な

る
べ
く
短
く
し
て
下

さ
い
。

二
、
説
明
文
や
出
席
者

名
簿
な
ど
の
取
り
扱

い
は
、
編
集
委
員
会

（広
報
委
員
）
に
お

任
せ
下
さ
い
。

三
、
締
切
に
間
に
合
っ

た
原
稿
は
で
き
る
だ

け
全
部
掲
載
す
る
よ

う
に
努
め
ま
す
が
、

「
つ
ど
い
」
の
寄
稿

は
毎
回
数
が
多
く
、

編
集
の
都
合
上
次
号

に
回
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

四
、
発
行
日
の
変
更
に

伴
い
、
春
季
号
の
締

切
は
二
月
下
旬
、
秋

季
号
は
八
月
末
が
締

め
切
り
で
す
。


